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　犬歯の異所萌出により隣接する永久歯歯根の吸収を引

き起こす危険性は少ないとの報告があるものの、現実に

は、隣在永久歯歯根の吸収を招き、やむなく抜歯と異所

萌出歯の誘導による対応を迫られることがある。今回報

告する症例は、この困難とされる歯根の吸収を被った歯

の保存を保護者の強い希望により生活歯髄切断と移植と

により解決を計った症例である。

〈症例〉

患者：村○隆○

生年月日：1979年9月30日

初診：1994年1月5日　（14歳3ヵ月）

主訴・已晩臓存及び巨の萌出醗

既往歴：1993年に肺炎の既往がある。その他特記すべき

　事項はない。

・腔内所見・Lの晩臓存

・線所見・巨の歯冠カセの根尖にあたり・歯根の吸

　収をきたしている

処㌣購ぽ繁：瓢欝三ξ
ステイ・クにより牽引した斌2の根尖部が障害と

　なり、同歯の根尖が遠心へ傾斜するとともに誘導が困

難となったため、巨の講路を麟する目的で巴

を近崎りへ移植しkoその糸課・巨は良好な位置

　に移動してきており、同歯の保定及び固定をかねて、

　マルチブラケットにて治療を続行している。

　本症例は、当初、左側側切歯の保存を生活歯髄切断に

より解決し、異所萌出歯である同側犬歯の誘導による方

法を採用したが、誘導時に、左側側切歯の歯根が誘導を

障害したため、更に同歯を誘導の妨げとならない位置に

移植して誘導路を確保し良好な結果を得た。今後の問題
　　　　　　　　　　　　　　も
としては、生活歯髄切断のまま移植を行ったため、もし

歯髄に問題が生じた場合の根管処置と、被患歯の歯根が

短いため固定の配慮が必要となり、この点に対しての補

綴学的対応がある。

　今回の症例より、困難とされていた被患歯の保存によ

る改善の可能性を見いだせたことから今後、保護者なら

びに患者の希望を踏まえて更に検討を加えていきたい。
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